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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

連結経営指標等 

  

 
(注)  売上高には、消費税等は含まれておりません。 

  

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期

第３四半期 
連結累計期間

第34期
第３四半期 
連結累計期間

第33期
第３四半期 
連結会計期間

第34期 
第３四半期 
連結会計期間

第33期

会計期間

自  平成22年
    ２月１日
至  平成22年 
     10月31日

自  平成23年
     ２月１日
至  平成23年 
     10月31日

自  平成22年
     ８月１日
至  平成22年 
     10月31日

自  平成23年 
     ８月１日
至  平成23年 
     10月31日

自  平成22年
    ２月１日 
至  平成23年 
    １月31日

売上高 (千円) 2,280,212 2,991,247 841,359 925,232 3,192,701 

経常利益 (千円) 139,941 256,644 63,767 39,380 215,977 

四半期(当期)純利益 (千円) 116,714 159,672 40,739 22,925 155,009 

純資産額 (千円) ― ― 2,302,238 2,447,978 2,323,023 

総資産額 (千円) ― ― 4,281,061 4,295,594 3,993,355 

１株当たり純資産額 (円) ― ― 325.39 343.52 328.33 

１株当たり四半期(当期) 
純利益 

(円) 16.53 22.52 5.76 3.22 21.94 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益 

(円) 15.77 21.42 5.56 3.06 20.97 

自己資本比率 (％) ― ― 53.8 57.0 58.2 

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(千円) 484,911 385,148 ― ― 610,568 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(千円) △95,687 △202,636 ― ― △151,266

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(千円) 68,436 2,938 ― ― △191,053

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高 

(千円) ― ― 596,779 588,749 405,930 

従業員数 (名) ― ― 97 101 95 
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当第３四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社についても異動はありません。 

なお、当社は平成23年９月30日開催の取締役会において連結子会社でありますTCLC, INC.を解散及び清

算することを決議いたしました。 

  

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。  

なお、当社は平成23年９月30日開催の取締役会において連結子会社でありますTCLC, INC.を解散及び清

算することを決議いたしました。  

  

(1) 連結会社の状況 

 
(注) １  従業員数は就業人員であります。 

２  従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。 

  

(2) 提出会社の状況 

 
(注) １  従業員数は就業人員であります。 

２  従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。  

  

２ 【事業の内容】

３ 【関係会社の状況】

４ 【従業員の状況】

 平成23年10月31日現在

従業員数(名) 101〔10〕

 平成23年10月31日現在

従業員数(名) 101〔10〕
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第２ 【事業の状況】 

当社グループの事業は、半導体等製造用高純度化学化合物事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメン

トであります。 

(1) 生産実績 

当社グループの生産・販売品目は広範囲かつ多種多様であり、同種の製品であっても、その容量、構

造、形式、用途等は必ずしも一様ではないことから、記載しておりません。 

  

(2) 受注実績 

生産実績と同様の理由に加え、受注生産形態をとらない製品が多いことから、記載しておりません。

  

(3) 販売実績 

当第３四半期連結会計期間における販売実績は次のとおりであります。 

 
(注) １ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。 

  

 
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

  

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。  

  

１ 【生産、受注及び販売の状況】

セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

高純度化学化合物事業 925,232 ―

相手先

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

ソーラーフロンティア㈱ 92,640 11.0 232,740 25.2 

日本エア・リキード㈱ 142,024 16.9 115,915 12.5 

２ 【事業等のリスク】

３ 【経営上の重要な契約等】
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(1）経営成績の分析 

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による落ち込みから、企業活

動の急速な回復等により徐々に持ち直しを見せた一方で、欧州の金融不安を背景とする世界的な景気減

速の懸念及び急激かつ長引く円高傾向等、先行きの動向については依然不透明な状況のまま推移いたし

ました。 

当社グループの主要な販売先であります半導体業界におきましても、スマートフォンやタブレットＰ

Ｃ向けの需要を中心に比較的堅調に推移しておりましたが、世界的な景気の先行きへの警戒感から徐々

に設備投資抑制の動きが出ております。また、太陽電池業界におきましては、最終製品価格の下落はあ

ったものの、エネルギー政策の転換により依然として堅調な需要に支えられてまいりました。 

このような状況下、当社グループにおきましては、引き続き原価の低減及び経費削減に取り組み、経

営全般にわたる徹底した効率化施策を継続して推進するとともに、販売面におきましても国内外ともに

半導体・太陽電池を中心とした先端産業に向けて積極的に化学材料の拡販に努めてまいりました。 

その結果、売上高は925,232千円（前年同期比10.0％増）となりました。しかしながら、主に製品の

売上構成の変化に伴い売上原価率が上昇したこと等により、営業利益は44,095千円（同45.6％減）、経

常利益は39,380千円（同38.2％減）、四半期純利益は22,925千円（同43.7％減）となりました。 

なお、当社及び連結子会社の事業は、半導体等製造用高純度化学化合物事業並びにこれらの付帯業務

の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。  

  
(2) 財政状態の分析 

(流動資産) 

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末比351,713千円増加し、

2,257,989千円となりました。その主な要因は、現金及び預金、原材料及び貯蔵品等が増加したことに

よるものであります。 

(固定資産) 

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、同49,475千円減少し、2,037,604千円とな

りました。その主な要因は、減価償却が進んだこと等により有形固定資産の残高が減少したことによる

ものであります。 

(流動負債) 

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、同158,301千円増加し、1,508,718千円とな

りました。その主な要因は、原材料等の仕入の増加に伴い買掛金が増加したこと、賞与引当金、未払法

人税等が増加したことによるものであります。 

(固定負債) 

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、同18,982千円増加し、338,897千円となり

ました。その主な要因は、長期借入金の増加によるものであります。 

(純資産) 

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、同124,955千円増加し、2,447,978千円となり

ました。その主な要因は、四半期純利益の計上により利益剰余金が増加したことによるものでありま

す。 

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期

連結会計期間末に比べ90,563千円増加し、588,749千円となりました。 

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果得られた資金は169,075千円（前年同期比33,201千円の収入の増加）となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益の計上39,380千円、減価償却費61,722千円、及び売上債権の減

少額170,834千円等のプラス要因が、たな卸資産の増加額38,451千円、仕入債務の減少額29,683千円等

のマイナス要因を上回ったことによるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果支出した資金は35,151千円（同8,441千円の支出の減少）となりました。これは主

に、有形固定資産の取得による支出34,845千円によるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動の結果支出した資金は41,180千円（同1,171千円の支出の減少）となりました。これは主

に、長期借入金の返済による支出48,530千円によるものであります。 
  

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。 

  

(5）研究開発活動 

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、69,256千円であります。 
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第３ 【設備の状況】 

(1) 主要な設備の状況 

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2) 設備の新設、除却等の計画 

該当事項はありません。 
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第４ 【提出会社の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

 
  

② 【発行済株式】 

  

 
  

１ 【株式等の状況】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 27,240,000

計 27,240,000

種類
第３四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(平成23年10月31日)

提出日現在
発行数(株) 

(平成23年12月15日)

上場金融商品取引所名 
又は登録認可金融商品 

取引業協会名
内容

普通株式 7,160,160 7,160,160 
大阪証券取引所 
ＪＡＳＤＡＱ 

（スタンダード） 

単元株式数
100株

計 7,160,160 7,160,160 ― ―
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(2) 【新株予約権等の状況】 

当社は、平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき新株予約権を発行する方法

によるストックオプション制度を採用しております。 

当該制度の内容は、次のとおりであります。 

① 第２回新株予約権(平成16年12月27日臨時株主総会の特別決議) 

 
(注) １  新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株であります。 

２  新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整によ

り生ずる１円未満の端数は切り上げる。 

 
    また、時価を下回る価額で新株式の発行又は自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。 

 
  

 
第３四半期会計期間末現在 

(平成23年10月31日)

新株予約権の数(個) 359(注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 359,000

新株予約権の行使時の払込金額 １株につき金200円(注)２

新株予約権の行使期間 
平成20年12月28日から  
平成26年12月27日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額 

発行価格   200円  
資本組入額  100円

新株予約権の行使の条件 

  新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使時におい
て、当社又は当社子会社の取締役、監査役及び使用人の
地位にあることを要する。 
  ただし、任期満了による退任、定年退職の場合及び当
社の取締役会が特別に認めた場合は権利行使をなしう
る。 
  新株予約権者が死亡した場合は、新株予約権の相続は
認めない。 
  その他の行使の条件については新株予約権割当契約に
よる。 

新株予約権の譲渡に関する事項 
 新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要す
る。 

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率

 

調整後行使価額

 

＝

 

調整前行使価額

 

×

既発行株式数 ＋
新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整前行使価額

既発行株式数＋新規発行株式数
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② 第３回新株予約権(平成17年８月31日臨時株主総会の特別決議) 

 
(注) １  新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株であります。 

２  新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整によ

り生ずる１円未満の端数は切り上げる。 

 
    また、時価を下回る価額で新株式の発行又は自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。 

 
  

 
第３四半期会計期間末現在 

(平成23年10月31日)

新株予約権の数(個) 233(注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 233,000

新株予約権の行使時の払込金額 １株につき金200円(注)２

新株予約権の行使期間 
平成21年９月１日から  
平成27年８月31日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額 

発行価格   200円  
資本組入額  100円

新株予約権の行使の条件 

  新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使時におい
て、当社又は当社子会社の取締役、監査役及び使用人の
地位にあることを要する。 
  ただし、任期満了による退任、定年退職の場合及び当
社の取締役会が特別に認めた場合は権利行使をなしう
る。 
  新株予約権者が死亡した場合は、新株予約権の相続は
認めない。 
  その他の行使の条件については新株予約権割当契約に
よる。 

新株予約権の譲渡に関する事項 
 新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要す
る。 

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率

 

調整後行使価額

 

＝

 

調整前行使価額

 

×

既発行株式数 ＋
新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整前行使価額

既発行株式数＋新規発行株式数
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③ 第４回新株予約権(平成18年４月27日定時株主総会の特別決議) 

 
(注) １  新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株であります。 

２  新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整によ

り生ずる１円未満の端数は切り上げる。 

 
    また、時価を下回る価額で新株式の発行又は自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。 

 
  

 
第３四半期会計期間末現在 

(平成23年10月31日)

新株予約権の数(個) 218(注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 218,000

新株予約権の行使時の払込金額 １株につき金220円(注)２

新株予約権の行使期間 
平成22年４月28日から  
平成28年４月27日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額 

発行価格   220円  
資本組入額  110円

新株予約権の行使の条件 

  新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使時におい
て、当社又は当社子会社の取締役、監査役及び使用人の
地位にあることを要する。 
  ただし、任期満了による退任、定年退職の場合及び当
社の取締役会が特別に認めた場合は権利行使をなしう
る。 
  新株予約権者が死亡した場合は、新株予約権の相続は
認めない。 
  その他の行使の条件については新株予約権割当契約に
よる。 

新株予約権の譲渡に関する事項 
 新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要す
る。 

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率

 

調整後行使価額

 

＝

 

調整前行使価額

 

×

既発行株式数 ＋
新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整前行使価額

既発行株式数＋新規発行株式数
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

該当事項はありません。 

  

(4) 【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。 

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

 
  

(6) 【大株主の状況】 

当第３四半期会計期間において、相澤康雄氏から、平成23年９月５日付で関東財務局長へ提出された

大量保有報告書の変更報告書により、平成23年８月29日現在で以下の株式を保有している旨の報告を受

けておりますが、当社として当第３四半期会計期間末における所有株式数の確認ができておりません。

なお、大量保有報告書の変更報告書の内容は以下のとおりであります。 

  

 
  

(7) 【議決権の状況】 

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載

することができませんので、直前の基準日である平成23年７月31日の株主名簿により記載しておりま

す。 

① 【発行済株式】 

平成23年７月31日現在 

 
(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式13株が含まれております。 

  

年月日
発行済株式 
総数増減数 

(株)

発行済株式
総数残高 
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金 
増減額 
(千円)

資本準備金
残高 
(千円)

平成23年10月31日 ― 7,160,160 ― 741,682 ― 642,682 

氏名又は名称 住所 所有株式数(株)
発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

相澤  康雄 神奈川県相模原市中央区 615,040 8.59 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式         79,000 

―
権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式 

完全議決権株式(その他) 普通株式      7,080,200 70,802 同上

単元未満株式 普通株式            960 ― 同上

発行済株式総数 7,160,160 ― ―

総株主の議決権 ― 70,802 ―
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② 【自己株式等】 

平成23年７月31日現在 

 
  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

  

 
 (注)  株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。 

  

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。 

  

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数 

(株)

他人名義
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数 
の割合(％)

（自己保有株式） 
㈱トリケミカル研究所 

山梨県上野原市上野原
8154番地217 

79,000 ― 79,000 1.10 

計 ― 79,000 ― 79,000 1.10 

２ 【株価の推移】

月別
平成23年 
２月

 
３月

 
４月

 
５月

 
６月

 
７月

 
８月

 
９月

 
10月

最高(円) 349 332 315 345 565 532 462 482 413 

最低(円) 310 184 281 295 320 376 295 297 297 

３ 【役員の状況】
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第５ 【経理の状況】 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。 

なお、前第３四半期連結会計期間(平成22年８月１日から平成22年10月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成22年２月１日から平成22年10月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、

当第３四半期連結会計期間(平成23年８月１日から平成23年10月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成23年２月１日から平成23年10月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成22年８月

１日から平成22年10月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成22年２月１日から平成22年10月31日

まで)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成23年８月１日から平成23年10月31

日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成23年２月１日から平成23年10月31日まで)に係る四半期連結

財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。 

  

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

２ 監査証明について
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１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年10月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年１月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 588,902 406,419

受取手形及び売掛金 1,121,363 1,150,861

商品及び製品 21,021 19,143

仕掛品 136,940 110,880

原材料及び貯蔵品 323,572 186,660

その他 67,771 34,311

貸倒引当金 △1,581 △1,998

流動資産合計 2,257,989 1,906,275

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,048,299 1,081,229

減価償却累計額 △444,713 △408,004

建物及び構築物（純額） ※１  603,586 ※１  673,224

機械装置及び運搬具 676,143 680,866

減価償却累計額 △399,296 △356,464

機械装置及び運搬具（純額） 276,847 324,402

工具、器具及び備品 970,780 852,070

減価償却累計額 △617,713 △517,652

工具、器具及び備品（純額） 353,066 334,417

土地 ※１  608,641 ※１  608,641

その他 94,077 46,060

減価償却累計額 △11,707 △7,353

その他（純額） 82,369 38,706

有形固定資産合計 1,924,511 1,979,393

無形固定資産 6,908 7,465

投資その他の資産   

その他 110,811 105,108

貸倒引当金 △4,626 △4,887

投資その他の資産合計 106,184 100,220

固定資産合計 2,037,604 2,087,079

資産合計 4,295,594 3,993,355
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年10月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年１月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 119,678 85,141

短期借入金 ※１, ※２  900,000 ※１, ※２  900,000

1年内返済予定の長期借入金 ※１  164,164 ※１  145,264

未払法人税等 118,674 35,035

賞与引当金 81,162 36,121

その他 125,037 148,854

流動負債合計 1,508,718 1,350,416

固定負債   

長期借入金 ※１  318,485 ※１  304,840

退職給付引当金 7,585 3,999

その他 12,826 11,075

固定負債合計 338,897 319,915

負債合計 1,847,615 1,670,332

純資産の部   

株主資本   

資本金 741,682 741,682

資本剰余金 642,682 642,682

利益剰余金 1,122,041 1,000,797

自己株式 △8,851 △22,089

株主資本合計 2,497,555 2,363,073

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △9,730 △7,197

為替換算調整勘定 △39,846 △32,852

評価・換算差額等合計 △49,577 △40,049

純資産合計 2,447,978 2,323,023

負債純資産合計 4,295,594 3,993,355
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年２月１日 
 至 平成22年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年２月１日 
 至 平成23年10月31日) 

売上高 2,280,212 2,991,247

売上原価 1,368,223 2,013,623

売上総利益 911,988 977,623

販売費及び一般管理費 ※  743,700 ※  701,016

営業利益 168,287 276,607

営業外収益   

受取利息 173 85

受取配当金 52 62

持分法による投資利益 － 10,732

貸倒引当金戻入額 832 －

還付加算金 1,621 －

その他 961 1,502

営業外収益合計 3,641 12,383

営業外費用   

支払利息 14,217 11,040

持分法による投資損失 1,952 －

為替差損 14,404 20,301

その他 1,413 1,004

営業外費用合計 31,988 32,346

経常利益 139,941 256,644

特別利益   

補助金収入 － 64,726

特別利益合計 － 64,726

特別損失   

固定資産圧縮損 － 53,132

特別損失合計 － 53,132

税金等調整前四半期純利益 139,941 268,237

法人税、住民税及び事業税 10,121 131,795

法人税等調整額 13,104 △23,230

法人税等合計 23,226 108,565

少数株主損益調整前四半期純利益 － 159,672

少数株主利益 － －

四半期純利益 116,714 159,672
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【第３四半期連結会計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年８月１日 
 至 平成22年10月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成23年８月１日 
 至 平成23年10月31日) 

売上高 841,359 925,232

売上原価 527,971 643,793

売上総利益 313,387 281,439

販売費及び一般管理費 ※  232,282 ※  237,344

営業利益 81,104 44,095

営業外収益   

受取利息 86 23

持分法による投資利益 － 7,726

貸倒引当金戻入額 345 －

その他 435 469

営業外収益合計 867 8,219

営業外費用   

支払利息 4,632 3,856

持分法による投資損失 4,721 －

為替差損 8,065 8,553

その他 785 524

営業外費用合計 18,204 12,933

経常利益 63,767 39,380

税金等調整前四半期純利益 63,767 39,380

法人税、住民税及び事業税 6,415 34,206

法人税等調整額 16,612 △17,750

法人税等合計 23,028 16,455

少数株主損益調整前四半期純利益 － 22,925

少数株主利益 － －

四半期純利益 40,739 22,925

― 18 ―



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年２月１日 
 至 平成22年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年２月１日 
 至 平成23年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 139,941 268,237

減価償却費 189,888 192,014

持分法による投資損益（△は益） 1,952 △10,732

貸倒引当金の増減額（△は減少） △113 △414

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,999 3,585

受取利息及び受取配当金 △226 △147

支払利息 14,217 11,040

補助金収入 － △64,726

固定資産圧縮損 － 53,132

有形固定資産除売却損益（△は益） 1,189 952

売上債権の増減額（△は増加） △53,178 29,426

たな卸資産の増減額（△は増加） 14,344 △164,905

仕入債務の増減額（△は減少） 67,810 34,650

未払又は未収消費税等の増減額 3,702 △19,171

未収入金の増減額（△は増加） 32 537

未払費用の増減額（△は減少） △613 5,614

その他の流動資産の増減額（△は増加） 3,143 689

その他の流動負債の増減額（△は減少） 52,280 37,620

その他 7,279 △2,716

小計 444,653 374,686

利息及び配当金の受取額 226 3,381

利息の支払額 △14,229 △11,067

法人税等の支払額 △2,369 △46,788

法人税等の還付額 56,629 211

補助金の受取額 － 64,726

営業活動によるキャッシュ・フロー 484,911 385,148

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 － 322

投資有価証券の取得による支出 △901 △901

有形固定資産の取得による支出 △94,477 △201,638

無形固定資産の取得による支出 △309 △418

投資活動によるキャッシュ・フロー △95,687 △202,636

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000 －

長期借入れによる収入 100,000 150,000

長期借入金の返済による支出 △126,583 △117,454

リース債務の返済による支出 △3,462 △4,571

自己株式の取得による支出 △9,695 △34

自己株式の処分による収入 8,200 10,220

配当金の支払額 △22 △35,221

財務活動によるキャッシュ・フロー 68,436 2,938

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,482 △2,631

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 454,176 182,819

現金及び現金同等物の期首残高 142,603 405,930

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  596,779 ※  588,749
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  

 
  

【表示方法の変更】 

  

 
  

 
  

【簡便な会計処理】 

  

 
  

  

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年２月１日  至  平成23年10月31日)

会計処理基準に関する事項の変更 

  (1)「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号  平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号  平成20年３月10日）

を適用しております。これによる損益への影響はありません。 

  (2)「資産除去債務に関する会計基準」等の適用  

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号  平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号  平成20年３月31日）を

適用しております。これによる損益への影響はありません。 

 

 

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年２月１日  至  平成23年10月31日)

(四半期連結損益計算書関係) 

１ 前第３四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「貸倒引当金戻入額」（当第３四半期連結累計期

間675千円）は、営業外収益の総額の100分の20以下となったため、当第３四半期連結累計期間では営業外収益の

「その他」に含めて表示しております。 

２ 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号  平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等規則等

の一部を改正する内閣府令」（内閣府令第５号  平成21年３月24日）の適用に伴い、当第３四半期連結累計期間

では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年８月１日  至  平成23年10月31日)

(四半期連結損益計算書関係) 

１ 前第３四半期連結会計期間において区分掲記しておりました「貸倒引当金戻入額」（当第３四半期連結会計期

間242千円）は、営業外収益の総額の100分の20以下となったため、当第３四半期連結会計期間では営業外収益の

「その他」に含めて表示しております。 

２ 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号  平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等規則等

の一部を改正する内閣府令」（内閣府令第５号  平成21年３月24日）の適用に伴い、当第３四半期連結会計期間

では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年２月１日  至  平成23年10月31日)

１  棚卸資産の評価方法 

  棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。 

２  繰延税金資産の算定方法 

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングに、前連結会計年度末以降の経営環境等の変化や一時差異等の発生状況の変動による影響を加味し

たものを利用する方法によっております。 
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【注記事項】 

(四半期連結貸借対照表関係) 

  

 
  

(四半期連結損益計算書関係) 

第３四半期連結累計期間 

  

 
  

第３四半期連結会計期間 

  

 
  

当第３四半期連結会計期間末 
(平成23年10月31日)

前連結会計年度末 
(平成23年１月31日)

※１  担保資産及び担保付債務 

      担保に供している資産は次のとおりであります。 

 

      担保付債務は次のとおりであります。 

 

※２  当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引

銀行４行と当座貸越契約を締結しております。契約

に基づく当第３四半期連結会計期間末の借入金未実

行残高等は次のとおりであります。 

建物及び構築物 354,572千円

土地 299,581 〃

    合計 654,154千円

短期借入金 155,850千円

長期借入金（1年内返済予定の 
長期借入金含む） 

225,120 〃

    合計 380,970千円

当座貸越極度額 1,500,000千円

借入実行残高 900,000 〃

差引額 600,000千円

※１  担保資産及び担保付債務 

      担保に供している資産は次のとおりであります。 

 

      担保付債務は次のとおりであります。 

 

※２  当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引

銀行４行と当座貸越契約を締結しております。契約

に基づく当連結会計年度末の借入金未実行残高等は

次のとおりであります。 

建物及び構築物 373,382千円

土地 299,581 〃

   合計 672,964千円

短期借入金 150,250千円

長期借入金（1年内返済予定の 
長期借入金含む） 

237,874 〃

   合計 388,124千円

当座貸越極度額 1,500,000千円

借入実行残高 900,000 〃

差引額 600,000千円

(自  平成22年２月１日 
至  平成22年10月31日) 

前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年２月１日 
至  平成23年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間

※    販売費及び一般管理費の主なもの 

貸倒引当金繰入額 191千円

賞与引当金繰入額 27,888 〃

退職給付費用 5,337 〃

研究開発費 248,191 〃

※    販売費及び一般管理費の主なもの 

 

賞与引当金繰入額 30,415千円

退職給付費用 5,726 〃

研究開発費 183,753 〃

(自  平成22年８月１日 
至  平成22年10月31日) 

前第３四半期連結会計期間
(自  平成23年８月１日 
至  平成23年10月31日) 

当第３四半期連結会計期間

※    販売費及び一般管理費の主なもの 

貸倒引当金繰入額 281千円

賞与引当金繰入額 16,099 〃

退職給付費用 1,789 〃

研究開発費 64,419 〃

※    販売費及び一般管理費の主なもの 

 

賞与引当金繰入額 14,830千円

退職給付費用 1,961 〃

研究開発費 69,256 〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

  

 
  

(株主資本等関係) 

当第３四半期連結会計期間末(平成23年10月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成23年２月

１日  至  平成23年10月31日) 

  

１  発行済株式の種類及び総数 

 
  

２  自己株式の種類及び株式数 

 
  

３  新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 

  

４  配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

 
  

  (2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

５  株主資本の著しい変動に関する事項 

該当事項はありません。 

  

(自  平成22年２月１日 
至  平成22年10月31日) 

前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年２月１日 
至  平成23年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間

※    現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

現金及び預金 597,282千円

預入期間３か月超の定期預金 △502 〃

現金及び現金同等物 596,779千円

※    現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

現金及び預金 588,902千円

預入期間３か月超の定期預金 △153 〃

現金及び現金同等物 588,749千円

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 7,160,160 

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 34,013 

決議 株式の種類
配当金の総額 

(千円)

１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年４月27日 

定時株主総会
普通株式 35,376 5 平成23年１月31日 平成23年４月28日 利益剰余金
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(セグメント情報等) 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年８月１日  至  平成22年10月31日)及び前第３四半期連結累計

期間(自  平成22年２月１日  至  平成22年10月31日) 

  

当社及び連結子会社の事業は、半導体製造用高純度化学化合物事業並びにこれらの付帯業務の単一事

業であります。従いまして、開示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。

  

【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年８月１日  至  平成22年10月31日) 

  

 
(注)  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

  

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年２月１日  至  平成22年10月31日) 

  

 
(注)  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

 
日本 
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

消去又は 
全社(千円)

連結
(千円)

売上高   

(1) 外部顧客に 
対する売上高 

803,737 37,621 841,359 ― 841,359 

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

29,648 ― 29,648 (29,648) ―

計 833,385 37,621 871,007 (29,648) 841,359 

営業利益 78,808 3,221 82,029 (925) 81,104 

 
日本 
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

消去又は 
全社(千円)

連結
(千円)

売上高   

(1) 外部顧客に 
対する売上高 

2,149,926 130,285 2,280,212 ― 2,280,212 

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

107,865 ― 107,865 (107,865) ―

計 2,257,792 130,285 2,388,078 (107,865) 2,280,212 

営業利益 162,197 9,942 172,139 (3,851) 168,287 
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【海外売上高】 

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年８月１日  至  平成22年10月31日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

(1) 北米……米国 

(2) アジア……台湾、韓国、中国 

(3) その他の地域……イスラエル、アイルランド 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年２月１日  至  平成22年10月31日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

(1) 北米……米国 

(2) アジア……台湾、韓国、中国 

(3) その他の地域……イスラエル、アイルランド 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

【セグメント情報】 

当第３四半期連結会計期間(自  平成23年８月１日  至  平成23年10月31日)及び当第３四半期連結累計

期間(自  平成23年２月１日  至  平成23年10月31日) 

  

当社及び連結子会社の事業は、半導体等製造用高純度化学化合物事業並びにこれらの付帯業務の単一セ

グメントであるため、記載を省略しております。 

  
（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

 北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 19,756 280,448 17,874 318,080 

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― ― 841,359 

Ⅲ 連結売上高に占める 
海外売上高の割合(％) 

2.4 33.3 2.1 37.8 

 北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 70,811 689,053 62,269 822,134 

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― ― 2,280,212 

Ⅲ 連結売上高に占める 
海外売上高の割合(％) 

3.1 30.2 2.8 36.1 
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(金融商品関係) 

当第３四半期連結会計期間末(平成23年10月31日) 

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末に比べて著しい変動は

ありません。 

  

(有価証券関係) 

当第３四半期連結会計期間末(平成23年10月31日) 

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末に比べて著しい変動は

ありません。 

  

(デリバティブ取引関係) 

当第３四半期連結会計期間末(平成23年10月31日) 

デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。 

  

(ストック・オプション等関係) 

当第３四半期連結会計期間(自  平成23年８月１日  至  平成23年10月31日) 

該当事項はありません。 

  

(企業結合等関係) 

当第３四半期連結会計期間(自  平成23年８月１日  至  平成23年10月31日) 

該当事項はありません。 

  

(資産除去債務関係) 

当第３四半期連結会計期間末(平成23年10月31日) 

該当事項はありません。 

  

(賃貸等不動産関係) 

当第３四半期連結会計期間末(平成23年10月31日) 

該当事項はありません。 
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(１株当たり情報) 

１  １株当たり純資産額 

  

 
  

２  １株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 

第３四半期連結累計期間 

  

 
(注)  １株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎 

  

 
  

当第３四半期連結会計期間末 
(平成23年10月31日)

前連結会計年度末 
(平成23年１月31日)

  

 343.52円
 

328.33円

(自  平成22年２月１日 
至  平成22年10月31日) 

前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年２月１日 
至  平成23年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間

１株当たり四半期純利益 16.53円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 15.77円
 

１株当たり四半期純利益 22.52円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 21.42円

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年２月１日 
  至  平成22年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年２月１日 
  至  平成23年10月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 116,714 159,672 

普通株式に係る四半期純利益(千円) 116,714 159,672 

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 7,059,866 7,090,808 

 

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

  四半期純利益調整額(千円) ― ―

  普通株式増加数(株) 341,679 363,418 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要 

― ―
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第３四半期連結会計期間 

  

 
(注)  １株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎 

  

 
  

(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

(自  平成22年８月１日 
至  平成22年10月31日) 

前第３四半期連結会計期間
(自  平成23年８月１日 
至  平成23年10月31日) 

当第３四半期連結会計期間

１株当たり四半期純利益 5.76円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 5.56円
 

１株当たり四半期純利益 3.22円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 3.06円

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年８月１日 
  至  平成22年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年８月１日 
  至  平成23年10月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 40,739 22,925 

普通株式に係る四半期純利益(千円) 40,739 22,925 

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 7,073,999 7,119,974 

 

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

  四半期純利益調整額(千円) ― ―

  普通株式増加数(株) 251,674 367,122 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要 

― ―

２ 【その他】
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。 
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平成２２年１２月１３日

株式会社トリケミカル研究所 

取 締 役 会  御 中  

  
 

  
 

  
 

  
 

  
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社トリケミカル研究所の平成２２年２月１日から平成２３年１月３１日までの連結会計年度の第３四

半期連結会計期間（平成２２年８月１日から平成２２年１０月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間

（平成２２年２月１日から平成２２年１０月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連

結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを

行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トリケミカル研究所及び連結子会

社の平成２２年１０月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半

期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上 

  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

新日本有限責任監査法人 

指定有限責任社員 
業 務 執 行 社 員

公認会計士  原   勝 彦  ㊞ 

指定有限責任社員 
業 務 執 行 社 員

公認会計士  小 林   宏  ㊞ 

指定有限責任社員 
業 務 執 行 社 員

公認会計士  前 田 隆 夫  ㊞ 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 





  
平成２３年１２月１５日

株式会社トリケミカル研究所 

取 締 役 会  御 中  

  
 

  
 

  
 

  
 

  
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社トリケミカル研究所の平成２３年２月１日から平成２４年１月３１日までの連結会計年度の第３四

半期連結会計期間（平成２３年８月１日から平成２３年１０月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間

（平成２３年２月１日から平成２３年１０月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連

結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを

行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トリケミカル研究所及び連結子会

社の平成２３年１０月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半

期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上 

  

独立監査人の四半期レビュー報告書

新日本有限責任監査法人 

指定有限責任社員 
業 務 執 行 社 員

公認会計士  原   勝 彦  ㊞ 

指定有限責任社員 
業 務 執 行 社 員

公認会計士  小 林   宏  ㊞ 

指定有限責任社員 
業 務 執 行 社 員

公認会計士  前 田 隆 夫  ㊞ 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 





 

  

【表紙】 

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成23年12月15日 

【会社名】 株式会社トリケミカル研究所 

【英訳名】 Tri Chemical Laboratories Inc. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 斎藤 隆 

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。 

【本店の所在の場所】 山梨県上野原市上野原8154番地217 

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所 

 (大阪市中央区北浜一丁目８番16号) 

 

 



当社代表取締役社長 斎藤 隆は、当社の第34期第３四半期(自 平成23年８月１日 至 平成23年10

月31日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたし

ました。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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